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国民スポーツ大会壮行式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室から 校 長 渡崎次郎 

島高だより 
令和７年９月号  
（通巻第 234 号） 
長崎県立島原高等学校 
編集：教育企画部 

以前、私が勤務していた通信制の高校に、若い講師のＡ先生がいた。大学院を出た

ばかりで、講師として教壇に立つのも初めてだった。Ａ先生のクラスには、特別支援

学校から入学してきた男子生徒がいたが、始業式以降学校に来なくなった。そこでＡ

先生は、学年主任と一緒に家庭訪問することにした。 

「完全に無視されました。部屋の中には入れてもらえましたが、ずっとゲームをし

ていて、話すどころか目も合わせてくれませんでした。自分の無力さを痛感しまし

た。」と、Ａ先生。私は、「無力なんかじゃないよ。普通は部屋に入れない。この生

徒のことを大切に見つめて、何ができるか考えよう。Ａ先生、最初の学校が本校で、

本当に良かったと思うよ。こんな経験ができるなんて。きっと、Ａ先生の教員人生の

原点になるよ。」と伝えた。当然、私の本心を伝えた。どのように感じ、どのように

動くかは、Ａ先生次第だと思ったが、２度目の家庭訪問で、Ａ先生は私の想像を遙か

に超えてしまった。 

「今回の家庭訪問までに、彼が好きそうなゲームを２０種類ほど調べました。その

中の１つがヒットして、彼が反応し、筆談から始まり、次第に彼は、意思を示すよう

になりました。」との報告。私は思わず、「凄い。私にはゲームを調べるなんて、思

いつきもしない。Ａ先生にしかできないよ。凄すぎる。」と興奮して話した。  

これをきっかけに、生徒は登校するようになった。もし、私が担任だったらどうし

ただろう。学校の魅力を何とかして伝えようと努力しただろう。また、ゲームを止め

させる方法を一生懸命考え、結局上手くいかなかっただろう。「生徒一人一人を大切

に見つめて、大切に育てる。」Ａ先生は、これを実践したのである。生徒を大切に見

つめた結果、生徒の大好きなゲームをコミュニケーションのきっかけにしようと考え

た。時間も相当かかったはずだ。きっと、生徒にはそれがわかったのだろう。ただ単

純に、自分の好きなゲームの話に飛びついたのではなく、Ａ先生が自分のために時間

をかけて調べてくれたことが、生徒の心を動かしたのだろう。経験は浅くとも、生徒

のことを大切に思い、生徒のために全力を尽くせば、思いは必ず生徒に通じる。若い

Ａ先生と生徒から、本当に大切な事を学ばせてもらった。 

校長となった今も、謙虚さを忘れず、先生方や生徒たちから、多くのことを学ばせ

てもらう所存である。 

 

 

『若い教師の力』 

 

全員が全力で取り組み、

とても盛り上がった 

体育祭になりました。 
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体育祭が終了し、いよいよ受験が間近に迫ってきた３年生を対

象に、本校教頭濱栗先生を講師として進路講演会を開催しました。 

講演会では、「大きな行事を終えた“今”切り替え（shift）、

進路実現から自己実現を！」「受験を乗り切るためには、報酬の

為に動く外発的動機付けではなく、やりたいからやるという内発

的動機付けが必要」「内発的動機付けを高める３つの資質：①自

律性②有能性（小さな成功体験の積み重ね）③関係性」など、受

験についてはもちろんのこと、将来の生き方について語りかけて

いただきました。 

吉報は、最後まで思い続ける者に届きます。君達が「顔晴る」

姿を３学年団を中心に、島原高校職員一同精一杯サポートします。

78回生、焦るな、慌てるな、諦めるな！ 

 

 

９月２５日（木）に中学校の先生方に向けての説明会、２６日（金）に塾の先生方に

向けての説明会を行いました。高校入試についての説明や学校の現況報告、進路、探

究活動について説明させていただきました。また、多くのご質問や貴重なご意見等を

いただき、大変有意義な説明会になりました。 

両日とも多くの先生方のご参加ありがとうございました。これからも島高の魅力を

発信していきます。 

 

 

 

 

 

中間考査（３年生は学年末考査） 
   １年生:９月３０日(火)～２日(木) 
   ２年生:９月２９日(月)～２日(木) 
      ３年生:９月２９日(月)～２日(木) 

３日(金) 採点日 
       進路講演会（２年） 

６日(月) 表彰伝達式  
８日(水) ３年生激励会 

１０日(金) 高大連携事業（１・２年） 
１１日(土)～１２日(日)  

進研記述模試（３年） 

１５日(水) ＤⅤ予防教室（１年） 
１８日(土) 大学別プレテスト（３年） 

全統記述模試（３年） 
２２日(水)  高総体駅伝壮行式 
２４日(金) 芸術鑑賞会 
２５日(土) 大学別プレテスト（３年） 
 
 
 
１０月１４日(火)～１１月１３日(木) 
      長崎っ子の心を見つめる教育週間 

 
 

9 月 17 日（水）に国民スポーツ大
会壮行式を行いました。 
本校からは剣道部男子 4 名、剣道部

女子 5 名、弓道部女子 1 名、レスリ
ング部 5 名の計 15 名が出場します。 
県代表として誇りをもって頑張りま

すので、応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

文化会館でのステージ発表，校舎での展示，中

庭での催し物など，生徒も来校者も十分楽しめま

した。 

★ステージ部門★ 

１位：２年１組「美女と野獣」 

★展示部門★ 

１位：２年５組「 It’s a 足ツボ world」 

《文化祭実行委員長より》  

今年度の文化祭を成功させることができたの

は、関わってくださったすべての皆様のおかげで

す。まず、文化祭の中心となってくれた１・２年

生の皆さん。体育祭の練習と並行しての準備は大

変だったと思いますが、当日は情熱と創意工夫に

あふれた企画で最高の文化祭を創り上げてくれ

ました。温かいご声援をくださった３年生、保護

者の皆様、地域の皆様。 皆様のお陰で文化祭がよ

り一層盛り上がるものとなりました。そして裏方

として企画・調整・運営などを担い文化祭を支え

てくれた文化祭実行委員の皆さん。目立たないと

ころでの皆さんの献身的な働きが、文化祭を成功

に導いてくれました。本当にありがとうございま

した。また、生徒たちを温かく見守り、支えてく

ださった先生方に深く感謝申し上げます。 

２年２組 佐藤光里 


